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1、背景

3、レギュレータの構成と出力波形

4、出力特性

2、容量分圧を用いた降圧回路
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0.5 V動作LSIの開発

電池電圧をオンチップで効率よく0.5 Vに下げる

・消費電力の低減

・微細化への対応

　　　　　電池駆動のLSIで必要なこと
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☆ 出力電圧波形 ( SPICEシミュレーション )

☆ 出力電圧とリップル、降圧部分の電力効率 ☆ 周波数による出力電圧とリップル、降圧部分の電力効率の変化
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出力平均電圧  0.55 V 
リップル   0.004 V
本体電力効率  67 %
0.35μmCMOSパラメータ

RL = 0.5 kΩ
CL = 500 pF
充電周波数 38 MHz

RL = 変動
CL = 500 pF
充電周波数 38 MHz

RL　0.5 kΩ
CL　500 pF
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